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遺伝子診断応用研究グループのみなさん

子牛を生産する場合、乳用牛では乳生産のため
の雌、肉用牛では発育のよい雄の子牛が望まれる
場合が多い。現在、子牛の雌雄産み分けは、PCR
法と呼ばれる遺伝子増幅法を用いて、あらかじめ
性判別した受精卵を受胚牛に移植することで行わ
れている。
道立畜試では、独自に牛雄特異的DNA配列

（S4;1997年特許取得）を同定し、S4から設計し
たプライマーを用いたPCR法による性判別技術を
確立している。しかしながら、煩雑で時間がかかる
こと、高価な設備が必要なことから、性判別受精卵
の利用は十分に普及していない現状にある。
一方、栄研化学（株）は1999年に新たな遺伝
子 増 幅 法 で あ る Loop-mediated Isothermal
Amplification (LAMP)法を開発した。LAMP法
は、短時間に特異的かつ大量に目的のDNA配列
を増幅することができ、また、一定温度で反応が
進行し、反応液の白濁により増幅産物を検出でき
るため電気泳動が必要ないなど、迅速かつ現場で
の遺伝子診断に適した技術である。
そこで当研究グループは2001年度から北海道の
研究課題として、道立畜試が同定した牛雄特異的
DNA配列（S4）と栄研化学（株）が開発したLAMP
法を組み合わせて迅速かつ簡易な牛受精卵の性判
別技術の開発およびそのキット化に取り組んだ。
LAMP用のプライマーは、S4および既知の雌
雄共通DNA配列を用いて設計し、反応温度、反
応時間およびDNA抽出方法の検討を行った。そ
の結果、DNA抽出から検出まで約1時間と、PCR

法の２～３時間程度に比較して所要時間を大幅に
短縮するキットを開発した（商品名：Loopamp
牛胚性判別試薬キット）。また、必要な機器は、
同時に開発された簡易な専用装置（ヒートブロッ
ク付き濁度測定装置）のみである。キットを用い
て行った実証試験では、性判別を行った61個の
受精卵を移植したところ、35頭が受胎し、出生
した33頭の子牛の性はすべて判定結果と一致し
ていた。
本キットは2002年３月より試験販売を開始し、

2003年９月末現在、国内55施設で利用されてい
る。これまで性判別に興味があっても導入に躊躇
していた現場の獣医師などへも広がっている。国
内だけでなく、2002年10月より新疆および北京
において評価試験等が開始され、実験用試薬とし
ての販売が予定されている。さらに2003年１月にニ
ュージーランドで開催された国際胚移植学会での
発表を契機に、欧米への展開も検討されている。ま
た、本キットはLAMP法のコンセプトを具現化し
た第１号製品でもあり、LAMP法を様々な分野へ
広げる上でも大きな役割を果たしている。
以上のように、当研究グループが開発した牛受

精卵性判別キットは、国産の遺伝子増幅技術を用
いたものとしてはわが国最初の試みであり、日本
をはじめ海外においても、畜産現場ですでに一般
技術となった受精卵移植に大きな付加価値を与え
るものである。今後は性判別受精卵の凍結技術の
改善を図り、性判別受精卵の一層の有効活用を目
指している。
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